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茨
城
県
土
浦
市
文
京
町
に
あ
る
曹
洞
宗
宝
珠
山
神
竜
寺
に
は
、
茨

城
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
普
賢
延
命
菩
薩
像
（
指
定
名
称
は

絹
本
晋
賢
菩
薩
像
）
一
幅
（
図

1
)
か
伝
来
す
る

（以
下
、
本
図
）
。

こ
れ
ま
で
本
図
は
幾
度
か
一
般
に
も
公
開
さ
れ
(
l
)
、
鎌
倉
問
代
末

期
の
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
詳
し
い
報
告
や
論
考
は
い
ま

だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
神
竜
寺
よ
り
調
査
の
場
を
頂
い
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
本

図
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
図
像
に
関
し
て
は
、
中
世
以
降
の
密

教
絵
画
に
お
け
る
図
像
の
継
承
と
展
開
、
表
現
技
法
に
関
し
て
は
伝

-
．
は
じ
め
に

統
的
な
仏
画
表
現
と
水
墨
画
的
表
現
と
の
同
一
画
中
に
お
け
る
混
交

等
、
中
世
仏
教
絵
画
全
体
の
問
題
に
も
通
じ
る
い
く
つ
か
の
知
見
を

得
る
こ
と
が
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
知
見
に
関
す
る

調
査
報
告
と
問
題
点
の
指
摘
を
中
心
と
し
て
、
中
世
仏
教
絵
画
の
諸

問
題
を
考
え
る
上
で
の

一
例
と
し
て
本
図
を
紹
介
し
た
い

。

二
．
現
状

画
面
は
縦
八
五

・
一
セ
ン
チ
、
横
三
八

・
O
セ
ン
チ
、

一
幅
一
鋪

と
し
、
画
絹
に
は
か
な
り
目
の
柑
い
も
の
を
用
い
て
い
る
。
全
体
の

図
様
を
損
な
う
よ
う
な
甚
だ
し
い
欠
失
や
目
立
っ
た
補
箪

・
補
彩
は

な
い
も
の
の
、
菩
薩
を
包
む
月
輪
と
象
の
体
に
施
さ
れ
た
白
色
、
菩

土
浦
神
竜
寺
蔵
普
賢
延
命
菩
薩
画
像
に
つ
い
て

、i中

が
{
-
J
 

健

次

郎
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薩
の
頭
光
や
腰
帯
な
ど
の
緑
青
は
絵
具
の
剥
落
が
か
な
り
進
ん
で
い

る
。
ま
た
画
絹
は
表
装
と
と
も
に
折
れ
が
ひ
ど
く
小
さ
な
絹
裂
け
が

数
力
所
に
わ
た
っ
て
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
は
現
在
肌
裏

か
ら
茶
系
の
紙
で
か
す
が
い
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の

表
装
で
は
朱
の
軸
木
と
紺
色
の
表
紙
が
用
い
ら
れ
、
表
紙
に
は
朱
籠

で
「
延
命
普
賢
尊
」
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

三
．
像
容
及
び
表
現

本
図
は
縦
長
の
画
面
に
、
四
体
の
白
象
と
そ
の
背
上
に
蓮
華
座
を

敷
い
て
坐
す
白
色
二
十
質
の
菩
疑
を
描
き
出
す
。
象
の
頭
上
に
は
そ

れ
ぞ
れ
四
天
王
が
立
ち
、
菩
薩
は
火
炎
の
付
い
た
頭
光
と
身
光
を
負

い
、
更
に
体
全
体
を
覆
う
月
輪
に
包
ま
れ
る
。

菩
陸
は
正
面
に
五
体
の
化
仏
を
配
し
た
円
錐
状
の
帽
子
形
の
宝
冠

を
被
り
、
醤
の

一
部
を
宝
冠
頂
上
の
両
角
か
ら
覗
か
せ
る
。
宝
冠
は

周
縁
部
に
成
頭
状
の
飾
り
を
つ
け
、
冠
帯
は
天
冠
台
の
両
端
に
設
け

た
間
口
部
か
ら
そ
の

一
部
を
突
出
さ
せ
て
左
右
に
垂
ら
す
。
髪
は
大

き
く
両
屑
に
垂
れ
か
か
る
。
顔
は
ほ
ぼ
円
形
で
、
額
は
狭
く
、
髪
際

は
中
心
部
で
内
側
に
小
さ
く
切
れ
込
み
を
入
れ
る
以
外
、
変
化
の
な

い
緩
や
か
な
曲
線
で
引
か
れ
て
い
る
。
眉
は
細
く
、
切
れ
長
の
目
は

目
尻
を
や
や
つ
り
上
が
り
気
味
に
描
ぎ
‘
目
頭
と
弧
を
接
し
て
眼
商

線
を
引
く
。
鼻
は
鼻
梁
線
を
引
か
ず
に
小
鼻
の
み
と
し
、
濃
墨
で
昴

孔
を
描
く
。
9

界
下
に
は
楕
円
形
の
人
中
を
入
れ
、
そ
の
両
脇
に
細
か

く
屈
曲
す
る
髭
を
描
く
。
口
は
全
体
に
小
さ
く
、
特
に
下
唇
の
下
辺

が
平
ら
で
台
形
に
近
い
た
め
厚
み
や
膨
ら
み
と
い
っ
た
も
の
が
損
な

わ
れ
て
い
る
。
上
下
の
唇
を
分
か
つ
界
線
は
中
央
部
を
山
形
に
下
出

さ
せ
て
上
唇
の
膨
ら
み
を
表
現
す
る
が
、
出
方
が
大
き
す
ぎ
形
式
化

が
惑
じ
ら
れ
る
。
界
線
の
両
端
は
折
り
返
し
を
つ
け
ず
に
そ
の
ま
ま

線
を
唇
の
外
に
抜
い
て
い
る
。
唇
の
ド
に
は
顎
と
口
の
間
の
庫
み
を

表
す
小
さ
な
下
向
き
の
弧
線
を
入
れ
、
弧
線
下
に
疑
問
符
状
の
髭
を

描
く
。
全
体
と
し
て
宋
風
の
仏
画
に
倣
っ
た
面
貌
を
示
し
て
い
る
が
、

平
板
な
印
象
が
強
い

。

菩
疑
の
手
は

一
祖
を
胸
前
、
も
う

一
組
を
膝
前
に
置
き
、
残
り
は

体
の
側
面
に
放
射
状
に
配
樅
す
る
。
側
面
の
腕
は
ほ
と
ん
ど
動
き
が

な
く
突
き
出
す
よ
う
に
描
か
れ
、
卜
に
い
く
ほ
と
小
さ
く
短
く
な
り
、

そ
の

表
現
と
構
成
に
は
形
式
化
が
感
し
ら
れ
る
。
腕
の
描
き
方
で
牡

徴
的
と
思
わ
れ
る
点
は
、
側
面
に
置
か
れ
た
も
の
の
内
、
最
上
段
の

も
の
に
つ
い
て
、
肩
口
か
ら
左
右
に
伸
ば
し
た
上
腕
を
は
っ
き
り
と

描
き
‘
肘
か
ら
先
を
ほ
ぼ
垂
直
に
上
に
曲
げ
る
点
で
あ
る
。
各
手
の

持
物

•

印
相
は
胸
前
手
、
そ
し
て
側
面
上
方
か
ら
賠
前
に
か
け
て
順
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三
鈷
杵

・
三
鈷
鈎
ら
前

・
三
鈷
鈎

・
弾
指

・
宝
珠

・
日
珠

・

索

・
宝
瞳

・
三
鈷

杵

・

蓮
華

・
輪
宝

・
剣
・
金
剛
舌

．
鎖
・
褐
磨

・
金
剛
牙

・
石
鈷

鈴
•

E
F
l冑
．
拳

こ
れ
ら
持
物
の
持
ち
方
や
形
に
関
し
て
は
、

①
右
胸
前
の
三
鈷
杵
を
人
差
し
指
に
立
て
る
。
（
但
し
上
半
部
が

外
側
に
折
れ
曲
が
る
）

②
右
側
面
最
上
手
の
垂
直
に
立
て
て
持
っ
た

三
鈷
拘
と
、
側
面
最

下
手
の
同
じ
く
垂
直
に
立
て
て
持
っ
た
柄
の
長
い
宝
瞳
が
並
行

線
を
つ
く
る
。

③
右
側
面
第
二
手
の
斜
め
下
向
き
に
持
た
れ
た
箭
が
、
す
ぐ
↑
の

第
三
手
に
持
た
れ
た
三
鈷
鉤
と
十
字
形
を
為
し
て
交
わ
る
。

④
左
側
面
最
上
手
の
輪
宝
を
独
楽
形
に
描
き
人
差
し
指
に
立
て

る。

⑤
左
側
面
第
二
手
を
剣
と
し
、
内
側
に
傾
け
て
持
つ

。

以
上
の
五
点
が
目
立
っ
た
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

条
吊
は
左
肩
口
よ
り
胸
前
に
か
け
て
端
を
i

度
く
ぐ
ら
し
て
か
ら

左
脇
腹
の
前
に
垂
ら
し
て
い
る
。
表
面
に
は
大
円
の
両
端
に
小
円
を

―
つ
づ
つ
繋
げ
た
文
を
縦
方
向
に
並
べ
て
描
き
、
端
の
帯
状
の
区
画

左
に
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

右

に
は
唐
華
文
を
描
く
。
紐
ん
だ
足
と
股
部
の
間
に
は
腰
布
が
大
き
く

描
か
れ
、
腰
帝
ぱ
両
足
の
下
を
通
っ
て
蓮
蔀
座
に
垂
れ
か
か
る
。
裳

は
裾
を
足
首
の
下
か
ら
巻
き
付
く
よ
う
に
処
理
し
｀
両
脇
の
下
に
は

巻
か
れ
た
裳
裾
の
裏
が
鰭
の
様
に
見
え
て
い
る
。
文
様
は
大
小
の
円

で
構
成
さ
れ
た
連
珠
文
を
中
央
に
し
て
周
囲
に
大
き
な
二
重
円
を
め

く
ら
せ
た
丸
文
を
描
き
、
各
丸
文
の
間
に
は
小
円
を
三
角
形
に
並
べ

た
も
の
等
を
散
ら
し
て
い
る
。

蓮
華
座
は
丸
み
の
あ
る
大
振
り
な
蓮
弁
を
描
き
、

一
重
の
柩
を
設

け
て
象
の
背
上
に
置
か
れ
る
。
全
体
に
俯
鰍
的
に
描
か
れ
、
菩
薩
の

膝
の
張
り
や
腕
の
出
方
に
比
し
て
や
や
大
き
め
に
形
が
と
ら
れ
て
い

る。
菩
陸
の
坐
す
四
頭
の
六
牙
の
白
象
は
起
箪
に
打
ち
込
み
の
あ
る
肥

痩
線
で
描
か
れ
、
中
央
の
二
頭
を
正
面
観
に
、
両
端
の
二
頭
を
側
面

観
に
基
づ
い
て
描
出
す
る
。
四
頭
と
も
頭
都
が
大
き
く
、
中
央

二
頚

は
頭
を
少
し
外
側
に
傾
げ
る
。
中
央
二
頭
の
韻
貌
を
見
る
と
、
巫
れ

目
で
、
眉
を
描
き
、
人
間
の
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
。
牙
は
先

に
い
く
ほ
ど
弥
く
反
り
上
が
り
、
先
端
部
は
す
り
切
っ
た
よ
う
な
平

ら
で
独
特
な
形
を
し
て
い
る
。
四
頭
と
も
障
泥
な
ど
の
装
身
具
は
i

切
着
け
ず
、
脚
下
に
も
何
も
踏
ま
な
い
か
、
鼻
に
は
独
鈷
杵
を
巻
い

て
執
る
。
端
の
象
と
中
央
の
象
と
の
間
隔
に
ゆ
と
り
が
な
く
か
な
り
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押
し
縮
ま
っ
て
い
る
た
め
か
、
脚
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

都
合
十
本
描
か
れ
る
。

象
頭
に
立
つ
四
天
王
は
、
ま
ず
向
か
っ
て
右
端
の
像
（
身
色
不
明
）

は
内
側
、
つ
ま
り
像
の
右
隣
を
向
い
て
立
ち
、
右
掌
上
に
宝
塔
を
載

せ
て
捧
げ
、
左
手
は
高
く
掲
げ
て
戟
を
執
る
。
右
よ
り
二
番
目
の
俊

（
身
色
不
明
）
は
像
の
左
斜
め
前
方
を
向
い
て
立
ち
、
右
手
に
棒
状

の
も
の
（
剣
？
）
を
と
っ
て
胸
前
に
左
下
が
り
に
構
え
、
左
手
を
先

端
に
添
え
る
。

一
方
、
向
か
っ
て
左
端
の
像
（
身
色
白
）
は
持
物
を

執
ら
ず
両
拳
を
胸
前
で
交
差
さ
せ
、
像
の
右
斜
め
前
方
を
向
い
て
立

つ
。
そ
の
隣
、
左
よ
り
二
番
目
の
像
（
身
色
赤
）
は
胸
前
で
指
を
組

ん
で
合
掌
し
、
先
と
同
様
に
斜
め
右
方
を
向
い
て
立
つ
。
こ
れ
ら
四

体
は
持
物
と
印
相
が
・
別
尊
雑
記
』
や
『
覚
綽
紗
』
等
に
載
せ
る
「
金

剛
智
口
決
」
に
よ
る
四
天
王
の
像
容

(
2
)
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
向
か
っ

て
右
端
か
ら
多
聞
天

・
持
国
天

・
増
長
天

・
広
目
天
と
推
定
さ
れ

る
。
な
お
、
四
体
と
も
頭
光
を
負
わ
ず
、
足
下
に
は
何
も
踏
ま
な
い
。

服
制

・
甲
制
は
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
頭
部
に
は
兜
形

で
は
な
く
、
頭
頂
部
に
載
せ
る
宝
冠
形
の
も
の
を
被
っ
て
い
る
。
ま

た
腹
甲
部
の
短
冊
形
の
前
立
て
を
は
っ
き
り
と
描
き
、
そ
の
中
央
よ

り
や
や
上
を
細
い
留
め
幣
で
押
さ
え
、
天
衣
を
そ
の
留
め
帯
に
く
ぐ

ら
せ
正
面
に
弧
を
描
い
て
垂
ら
し
て
い
る
こ
と
が
確
誇
さ
れ
る
。

四
．
彩
色
及
び
描
法

菩
薩
の
肉
身
は
白
色
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
色
が
残
っ
て
い
る

割
に
、
画
絹
の
表
面
の
絹
目
が
そ
れ
ほ
ど
つ
ぶ
れ
て
い
な
い
の
で
、

恐
ら
く
は
襄
彩
色
を
施
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
か
ら
は
肉

身
線
を
肥
痩
の
な
い
淡
墨
線
で
一
度
描
い
た
上
に
、
更
に
淡
朱
の
線

で
拙
き
起
こ
す
。
墨
線
・
朱
線
い
づ
れ
も
極
め
て
細
く
力
の
な
い
線

で
、
運
箪
に
は
か
な
り
形
式
化
が
感
じ
ら
れ
る
。
髪
に
は
群
青
を
塗

る
が
現
在
大
半
が
剥
落
、
髪
際
に
は
緑
青
を
引
き
重
ね
る
。
眉
は

一

度
白
色
で
描
い
た
上
に
、
上
半
分
に
濃
墨
を
引
き
、
下
半
分
は
殆
ど

落
ち
て
い
る
が
緑
青
を
引
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
目
は
上
瞼
を
太

め
の
濃
墨
線
で
描
い
て
い
る
。
下
瞼
は
傷
み
の
た
め
判
然
と
し
な
い
。

瞳
は
や
や
大
き
め
に
描
か
れ
、
墨
線
で
象
っ
た
中
を
薄
い
青
で
塗
り
、

中
心
に
濃
墨
を
点
じ
る
。
白
目
の
部
分
は
周
囲
の
肉
身
部
よ
り
濃
い

白
色
と
な
っ
て
い
る
。
髭
は
眉
と
同
様
に

一
度
白
色
で
描
い
た
上
に

濃
墨
と
緑
青
で
描
き
起
こ
す
。
宝
冠
や
腕
釧

．
腎
釧
、
各
持
物
な
ど

金
属
質
の
部
分
は
、
茶
色
の
地
（
丹
か
？
）
に
細
い
墨
線
で
彪
を
起

こ
し
、
墨
線
を
残
す
よ
う
に
し
て
中
に
金
泥
を
塗
る
ほ
り
塗
り
と
す

る
。
持
物
の
内
、
宝
闘
の
幡
は
、
幡
頭

・
幡
身
を
金
泥
で
縁
取
っ
た

中
を
朱
で
塗
り
、
幡
足
は
緑
青
を
塗
る
。
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薔
薩
の
左
屑
か
ら
右
脇
へ
か
か
る
条
吊
の
表
は
中
央
部
と
縁
の
二

色
に
途
り
分
け
る
。
先
ず
中
央
は
暗
緑
色
で
塗
り
、
大
円
の
両
端
に

小
円
を
一
っ
づ
つ
繋
げ
た
三
連
の
円
文
は
金
泥
で
描
く
。
両
側
の
縁

は
明
る
め
の
緑
色
を
裕
り
、
先
と
同
じ
く
磨
草
文
を
金
泥
で
描
く
。

条
吊
の
裏
は
現
在
茶
色
を
呈
し
て
い
る
か
元
来
の
彩
色
は
不
明
。
大

き
く
描
か
れ
た
腰
布
と
、
両
足
の
下
を
通
っ
て
全
面
に
匪
れ
る
腰
幣

に
は
緑
青
か
残
る
が
、
殆
と
は
剥
治
し
て
い
る
。
裳
は
全
面
を
朱
一

色
で
塾
り
、
墨
線
で
衣
摺
を
拙
く
。
衷
而
の
円
文
は
金
泥
で
輪
郭
を

描
き
、
小
円
の
中
に
青
色
を
除
す
る
。
裳
先
の
足
首
に
巻
き
付
い
た
部

分
と
両
朦
の
下
に
折
り
僭
ま
れ
た
裳
裏
の
部
分
は
群
青
を
塗
っ
て
い

る。
蓮
華
座
は
、
蓮
弁
は
畏
線
て
輪
郭
を
と
り
、
談
い
桃
色
を
全
面
に

塗
っ
て
先
端
部
に
朱
具
で
届
し
を
入
れ
る
。
蓮
肉
は
肉
眼
で
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
蓮
肉
の
周
囲
の
蕊
は
朱
具
の
線
で
描
き
、
先
端
に
付

い
て
い
る
丸
い
莉
は
白
色
で
拾
る
。
栢
座
の
天
板
は
朱
て
塗
り
、
側

面
は
殆
ど
剥
落
し
て
い
る
が
濃
い
青
で
墜
る
。
上
中
下
の
三
段
あ
る

二
重
の
縁
取
り
線
と
そ
れ
ら
で
囲
ま
れ
た
区
画
の
中
の
飾
り
は
金
泥

の
ほ
り
塗
り
と
す
る
。

四
天
王
は
先
ず
身
色
に
つ
い
て
見
る
と
、
現
在
、
多
聞
天
と
広
目

天
は
白
色
、
持
国
天
は
茶
色
を
示
し
て
い
る
が
当
初
の
色
は
不
明
。

増
長
天
は
朱
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。
衣
服
や
甲
冑
は
全
体
に

朱
と
緑
（
現
在
は
大
半
か
剥
落
）
を
基
調
と
し
、
上
腕
部
等
の
i

部

に
群
青
、
宝
冠
等
の
金
属
部
に
金
泥
を
塗
る
。
特
に
朱
と
緑
は
対
比

的
に
使
用
さ
れ
、
腹
甲
部
の
前
立
は
両
色
を
一
体
つ
つ
交
互
に
用
い

て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
向
か
っ
て
右
端
の
毘
沙
門
天
と
左
か
ら
二
番

目
の
増
長
天
は
朱
、
残
り
の
持
国
天
と
広
目
天
は
緑
肯
）
。
ま
た
天

衣
は
表
を
朱
、
裏
を
緑
青
で
塗
る
。
宝
冠
、
甲
冑
の
縁
取
り
や
飾
り
、

毘
沙
門
天
の
執
る
宝
塔
は
金
泥
の
ほ
り
塗
り
と
す
る
。

象
は
絵
具
の
剥
落
の
様
子
か
ら
白
の
裏
彩
色
を
行
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
但
し
、
菩
薩
の
肉
身
に
比
べ
剥
落
度
合
い
は
大
き
い
。
表

か
ら
は
打
ち
込
み
と
肥
痩
の
あ
る
ぎ
こ
ち
な
い
墾
線
で
描
き
起
こ
さ

れ
る
。
口
腔
内
は
朱
が
原
＜
墜
ら
れ
る
。
鼻
に
巻
く
独
鈷
杵
は
、
月

地
に
聾
線
で
起
こ
し
裔
泥
は
り
塗
り
で
塗
る
。

五
．
図
像
的
系
統
の
検
討

本
図
の
像
容
の
大
略
に
つ
い
て
は
三
節
て
確
認
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
像
容
上
の
特
徴
を
菩
薩
・
蓮
華
座
•
四
天

王

・
象
の
各
部
分
ご
と
に
も
う
一
度
ま
と
め
れ
ば
次
ぎ
の
よ
う
に
な

る。
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左
右
各
一
頭
を
側
面
観
と
す
る
。

菩

薩い
側
面
に
僅
か
れ
た
i

番
上
の

100を
左
右
と
も
犀
か
ら
水
平
に

の
ば
し
、
肘
か
ら
先
を
垂
直
に
上
に
削
げ
る
。

⑯
右
胸
前
の
三
鈷
杵
を
人
差
し
指
に
立
て
る
。

図
右
側
而
最
上
手
の
垂
直
に
立
て
て
持

っ
た
三
鈷
鉤
と
、
側
面

叢
下
手
の
同
じ
く
垂
直
に
立
て
て
持
っ
た
柄
の
長
い
宝
帷
が

並
行
線
を
つ
く
る
。

切
右
側
而
第
二
手
の
斜
め
下
向
き
に
持
た
れ
た
8

訓
が
、
す
ぐ
卜

の
第
一―
―
手
に
持
た
れ
た
i

二
鈷
鉤
と
十
字
形
を
為
し
て
交
わ

る
。

匈
左
側
而
最
上
手
の
輪
宝
を
独
楽
形
に
描
き
人
差
し
指
に
立
て

る
。
m左
側
面
第
二
手
を
剣
と
し
、
内
側
に
傾
け
て
持
つ
。

③
裳
裾
を
足
に
巻
き
付
く
よ
う
に
処
理
す
る
。

印
身
色
を
白
と
す
る
。

蓮
薙
座

~
；

曹a
丑
化
弁
は
丸
み
の
あ
る
大
振
り
な
形
で
、
重
な
り
が
少
な
い
。

．
．
 

固
枢
座
が

二
隼゚

象
り
中
央
二
頭
を
正
面
観
、

lbl障
泥
な
ど
の
装
身
具
を

一
切
継
わ
な
い
。

い
四
頭
と
も
昴
に
独
鈷
杵
を
巻
く
。

い
脚

F
に
何
も
蹄
ま
な
い
。

四
天
王
田
向
か

っ
て
右
紺
よ
り
多
聞
天

，
持
国
天

・
増
長
天

・
広
目
天

の
配
世
と
す
る
。

閲
多
開
天
が
内
側
を
向
く
以
外
、
他
の
一＿一
体
は
斜
め
外
側
を
向

゜
＜
 

m広
目
天
が
刀
を
執
ら
な
い

tdl
四
体
と
も
頭
光
を
負
わ
な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
本
図
の
俊
容
上
の
特
徴
は
二
十
胄
醤
賢
延
命
像
の
図

保
の
中
で
と
の
よ
う
な
位
悩
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、

二
十
腎
普
賢
延
命
俊
の
作
例
は
、
白
描
図
像
を
含
め
た
近

世
以
前
の
主
渋
な
も
の
に
限
る
と
二
十
数
例
が
知
ら
れ
て
い
る
(
3

)
0

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
代
表
的
な
作
例
に

つ
い
て
、
各
部
の
像
容

ご
と
の
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
整
理
し
、
大
き
く
五
つ
に
頷
別
し
た
｛と。

い
ま
そ
れ
を
表
ー
に
示
し
た
が
、
そ
こ
で
は

1
猿
を
持
光
寺
本
、

IJ

類
を
正
智
院
本
、
r
図
像
抄
』
収
載
図
像
、
111
類
を
細
見
家
本
、
報

恩
院
本
、
竹
本
家
（
祓
智
院
旧
蔵
）
本
、
某
家

（西
回
椋
家
旧
蔵
）
本
、

三
宝
院
本
、
立
凡
栂
紗
』
収
賊
国
像
、

JV
類
を
延
暦
寺
本
、
猷
醐
寺
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本
図
像
、
武
藤
家
本
図
像
、
＞
類
を
龍
乗
院
本
、
長
徳
寺
木
と
し
た
。

ま
た
、
菩
薩
祁
分
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
各
種
図
像
抄
本

類
の
中
で

二
十
腎
普
賢
延
命
像
と
の
持
物
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
(
5
)
胎
蔵
曼
荼
羅
中
の
大
安
楽
不
空
金
剛
三
味
真
実
菩
薩
（
図

2
)
（
以
下
、
大
安
楽
菩
藷
）
を

I
煩
に
含
め
た
。
そ
れ
で
は
以
下
、

本
図
の
図
像
の
系
統
を
表
一
を
参
照
し
な
が
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す

る。
先
す
、
現
存
作
例
の
う
ち
先
述
し
た
本
図
菩
薩
部
分
（
図

3
)
の

閲
□

（
国
山
の
特
徴
を
同
時
に
満
た
す
も
の
は
、

I
頬
に
挙
け
た
持

光
寺
本
と
高
祉
曼
荼
羅
中
の
大
安
楽
菩
薩
の
二
つ
で
あ
り
、
更
に
い

□

い
の
特
徴
を
持
つ
も
の
は
大
安
楽
菩
薩
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
と
く
に
身
色
に
つ
い
て
は
、
二
十
腎
晋
賢
延
命
像
の
像
容
上
の

典
拠
と
さ
れ
る
「
金
剛
智
口
決
」
（
ど
に
は
「
黄
金
色
」
と
し
て
現

存
作
例
の
ほ
と
ん
と
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
安
楽
菩

薩
に
像
容
の
範
を
と
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
持
光
寺
本
(
7ー）

は
身
色
を
白
と
し
て
い
る
。
本
図
に
お
い
て
も
菩
薩
の
身
色
を
白
と

す
る
の
は
大
安
楽
菩
薩
の
身
色
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
木
図
の
菩
薩
部
分
の
像
容
は
高
雄
曼
荼

羅
中
の
大
安
楽
菩
薩
の
像
容
に
範
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

か
、
実
際
両
者
を
対
昭
す
る
と
図
像
的
特
徴
の
継
承
か
比
較
的
忠
実

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

次
き
に
蓮
華
座
に
つ
い
て
は
、
十
三
世
紀
以
降
の
多
く
の
作
例
が

皿
煩
の
よ
う
に
小
型
で
細
身
の
蓮
弁
を
細
か
く
幾
厘
に
も
重
ね
、
柾

座
を
上
下
桓
と
敷
茄
子
の
三
重
構
成
に
し
た
り
、
あ
る
い
は

W
煩
の

よ
う
に
柩
座
を
単
純
に
し
て
蓮
華
座
そ
の
も
の
に
盛
り
上
が
る
よ
う

な
厚
み
を
与
え
る
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
図
は

大
振
り
で
重
な
り
の
少
な
い
蓮
弁
と
、

i

璽
の
柩
座
を
特
徴
と
し
て

い
る
。
こ
の
様
な
本
図
の
蓮
華
座
の
構
成
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を

挙
げ
れ
ば

I
類
の
特
光
寺
本
、
あ
る
い
は

II
頬
の
正
智
院
本
で
あ
り
、

柩
座
が
加
い
点
を
除
け
ば
＞
誤
の
龍
乗
院
本
も
大
振
り
な
蓮
弁
に
類

似
克
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
彩
色
法
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
作

例
が
最
訓
彩
色
と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
図
で
は
朱
と
朱
具
に
よ
る

彩
色
し
て
お
り
進
い
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
蓮
華
座
の
図
像
に
関

し
て
は
、

I
;
u類
の
系
統
を
引
き
な
が
ら
独
自
の
構
成
を
と
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
天
王
は
、
そ
の
並
び
順
を
向
か
っ
て
右
端
よ
り
多
聞
天

・
持
国

天

・
増
長
天

・
広
目
天
と
す
る
点
や
、
広
目
天
が
刀
を
執
ら
ず
合
掌

の
み
と
す
る
点
、
四
体
み
な
頭
光
を
負
わ
ず
、
足
下
に
何
も
踏
ま
な

い
点
な
ど
、
お
お
よ
そ

IV
類
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し

か
し
、
多
聞
天
の
み
を
内
側
に
向
け
る
点
に
は

I
煩
の
持
光
寺
本
と



66 

の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

最
後
に
象
に
つ
い
て
は
、
中
央
二
頭
を
正
面
観
に
、
両
端
二
頭
を

側
面
観
に
描
き
、
中
央
二
頭
の
体
を
円
形
を
基
本
と
し
て
描
い
て
い

る
と
い
う
点
は
、

I
類
或
い
は

Il
類
の
像
容
の
系
統
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
障
泥
を
背
に
載
せ
な
い
点
も

I
類
に
通
じ
る
も
の
で
あ

る
。
但
し
面
繋
な
ど
の
装
身
具
を
付
け
ず
に
白
界
に
独
鈷
杵
を
巻
く
点

や
、
体
の
嫉
が
多
い
こ
と
な
ど
は

Ill
類
の
特
徴
と
言
え
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、

I
.
Il
類
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
部
分
的
に

Ill
類

の
特
徴
も
取
り
入
れ
た
折
衷
的
な
像
容
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
多
く
の
作
例
で
は
足
下
に
反
花
か
蓮
華
を
踏
み
、
龍
乗

院
本
や
長
徳
寺
本
な
ど
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
金
輪
や
群
象
を
踏
む
例

が
見
ら
れ
る
が
、
本
図
の
よ
う
に
何
も
踏
ま
な
い
例
は
近
世
の
版
本

な
ど
を
含
め
て
も
珍
し
い
(
8
)
0

こ
こ
ま
で
二
十
腎
普
賢
延
命
像
に
お
け
る
本
図
の
像
容
上
の
特
徴

を
菩
薩

・

蓮
華
座

•

四
天
王

・

象
の
各
部
分
ご
と
に
見
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
を
要
す
れ
ば
、
菩
薩
部
分
は
ほ
ぼ
忠
実
に
高
雄
曼
荼
靴
中
の

大
安
楽
菩
薩
の
像
容
に
基
づ
き
、
蓮
華
座
や
白
象
の
形
態
は
大
略
に

お
い
て
持
光
寺
本
や
正
智
院
本
の
系
統
か
ら
、
四
天
王
の
配
置
や
象

の
昴
の
独
鈷
杵
と
い
っ
た
細
部
は
十
三
世
紀
以
降
最
も
広
く
流
布
し

た
と
思
わ
れ
る
細
見
家
本
等

rn類
の
系
統
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を

本
図
の
描
法
で
最
も
特
色
的
と
い
え
る
の
は
、
象
の
部
分
の
描
線

と
描
出
法
（
図

4
)

で
あ
る
。
先
ず
描
線
に
つ
い
て
は
、
菩
薩
や
蓮

華
な
ど
他
の
部
分
に
は
肥
痩
や
抑
揚
の
な
い
細
く
均
一
な
線
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
象
の
部
分
の
み
は
打
ち
込
み
の
あ
る
ぎ
こ

ち
な
い
肥
痩
線
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
存
の
二
十
腎
普
賢
延
命
像

の
う
ち
、
象
の
部
分
に
打
ち
込
み
や
肥
痩
の
あ
る
線
を
用
い
、
更
に

一
図
の
中
の
菩
薩
と
象
と
で
描
線
の
種
類
を
変
え
て
い
る
作
例
は
、

少
な
く
と
も
表
一
に
挙
げ
た
主
要
作
例
に
は
見
ら
れ
な
い
。
対
象
を

少
し
拡
げ
、
涅
槃
図
中
に
描
か
れ
た
象
や
通
常
の
普
賢
菩
藷
が
騎
乗

す
る
象
等
を
見
て
も
、
時
代
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
は
打
ち
込
み
や
肥

痩
の
な
い
、
仏
圃
と
し
て
は

一
般
的
な
ほ
ぼ
均

一
な
線
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
但
し
、
十
四
世
紀
、
中
で
も
後
半
以
降
、
主
に
禅
宗
寺
院

関
係
で
制
作
さ
れ
た
釈
迦
三
囃
像
等
の
作
品
を
見
て
み
る
と
、
例
え

ば
京
都
東
福
寺
の
釈
迦
三
尊
像
（
図

5
)
や
京
都
万
寿
寺
の
釈
迦
三

尊
像
、
京
都
国
立
博
物
館
の
栄
賀
箪
釈
迦
三
埠
像
等
、
画
中
の
普
賢

菩
薩
が
乗
座
と
す
る
象
に
は
打
ち
込
み
や
肥
痩
の
あ
る
線
が
用
い
ら

六
．
彩
色
・
描
法
の
検
討
と
制
作
年
代

取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。



67 

本
図

れ
て
い
る
こ
と
か
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
作
例
に
は
、

の
象
の
描
き
方
、
特
に
頭
部
の
描
き
方
に
共
通
す
る
要
素
が
見
出
さ

れ
る
。
即
ち
、

．
鼻
の
線
を
弧
線
を
繋
げ
て
波
打
た
せ
た
よ
う
な
線
と
し
、

多
く
の
数
を
表
現
す
る
。

・
小
さ
な
弧
線
を
連
ね
て
眉
を
描
く
。

・
級
の
多
い
垂
れ
目
を
描
き
、
表
情
が
人
間
的
。

と
い
う
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
水
墾
画
的
表
現
を
主
休
と

し
た
仏
画
中
の
象
に
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
且
の
描
き
方
に
つ
い
て
は
、
水
墾
画
的
表
現
主
体
の
象
で
は

一
枚
の
大
き
な
団
扇
の
よ
う
な
形
で
耳
の
外
側
の
み
を
描
き
、
更
に

先
端
部
に
穴
を
あ
け
て
耳
環
を
つ
け
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、
本

固
の
象
で
は
耳
の
付
け
根
が
筒
状
に
な
っ
て
い
て
そ
の
↑
に
脈
ま
で

入
れ
た
耳
の
内
側
を
描
い
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
耳
に
つ
い

て
は
、
本
図
の
拙
き
方
は
他
の
晋
賢
延
命
像
を
は
じ
め
、
伝
統
的
描

法
の
仏
画
に
晋
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の

事
を
勘
案
す
れ
ば
、
本
図
の
象
の
描
線
や
描
き
方
に
は
、
通
途
の
仏

画
に
お
け
る
描
怯
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
神
宗
寺
院
周
辺
で
制
作
さ

れ
た
水
墨
画
的
表
現
を
主
体
と
し
た
竹
品
中
の
象
の
描
き
方
を
取
り

入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
他
の
本
図
の
彩
色

・
描
法
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
蓮
弁
を

大
振
り
な
形
で
描
き
罷
澗
彩
色
と
し
な
い
克
は
、
他
の
普
賢
延
命
像

の
作
例
が
儲
訓
彩
色
を
用
い
る
か

(I
.
u
.
w
.
V
類
）
或
い
は

脈
を
描
き
、
細
か
な
蓮
弁
の
重
な
り
を
表
現
す
る
（
旧
姐
）
の
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
墾
線
で
輪
郭
を
と
り
、
花
弁
の
先
端
に
朱
具
を
さ

し
て
根
本
の
方
を
淡
い
桃
色
で
塗
る
あ
っ
さ
り
と
し
た
彩
色
感
覚

は
、
明
兆
節
の
騎
獅
文
殊
像
や
和
歌
山
宝
寿
寺
の
七
髯
文
殊
像
な
ど

主
に
十
四
世
紀
後
期
の
作
品
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
菩
薩
の
条
吊
・
腰
布

・
腕
骨
・
頭
光
に
施
さ
れ
た
暗
緑
色
と
裳

及
び
蓮
華
の
朱
、
四
天
王
の
天
衣
の
表
の
緑
と
裏
の
朱
、
腹
甲
の
前

立
て
に

＿
休
お
き
に
朱
と
緑
を
変
え
て
用
い
る
こ
と
な
と
、
本
図
に

は
全
体
に
朱
と
緑
の
対
比
を
主
体
と
し
た
色
彩
感
覚
が
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
宋
元
や
禍
脆
の
仏
画
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
習
っ
た
作

品
に
多
く
見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
時
代
的
に
は
十
四
世
紀
以
降
の
作

品
に
共
通
す
る
感
覚
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
聡
し
る
と
、
本
図
の
彩
色
や
表
現
技
法
に
は
、
十

四
世
紀
以
降
の
諸
作
品
と
共
通
す
る
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
特
に
、
象
の
部
分
に
見
た
抽
き
方
は
十
四
世
紀
後
期
以
降
か

ら
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
も
含
め

本
図
の
制
作
年
代
を
考
え
れ
ば
、
上
限
は
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
後
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七
．
お
わ
り
に

期
頃
、
下
限
は
形
態
や
描
線
の
形
式
化
の
椋
子
か
ら
お
お
よ
そ
十
五

世
紀
末
頃
ま
で
の
幅
を
み
て
設
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ

る。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
し
く
報
告
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
土
浦
神
竜
寺
所
蔵
の
普
賢
延
命
菩
薩
画
像
に
つ
い
て
の
調
査

報
告
を
中
心
と
し
て
迩
べ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
本
図
の
特
に
問
題

と
さ
れ
る
べ
き
点
は
図
像
而
で
は
菩
薩
の
像
容
が
高
雄
曼
荼
羅
中
の

大
安
楽
菩
藷
の
像
容
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
描
法

面
で
は
通
常
の
仏
画
の
柚
法
と
水
墨
画
的
描
法
と
が
混
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

図
像
面
に
つ
い
て
は
、
表

一
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
但
、

十
三
世
紀
以
降
の
二
十
腎
普
賢
延
命
像
の
大
勢
が

J
煩
の
像
容
を
採

用
し
て
い
な
い
中
に
あ
っ
て
、
本
図
は
引
き
続
き

I
類
の
像
容
を
継

承
し
て
い
た
興
味
深
い
一
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ

の
こ
と
は
本
図
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
や
環
境
に
関
わ
る
だ
け
で
な

く
、
中
世
に
お
け
る
教
団

・
寺
院
の
展
開
と
、
図
像
や
画
像
の
製
作

流
布
の
状
況
の
実
体
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
看
過
で
き
な
い
点

2
 

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
明
確
な
資
料
的
裏
付
け
が
不
十
分

な
た
め
問
題
点
の
指
摘
の
み
に
と
ど
め
た
。

一
方
、
伝
統
的
仏
固
の
描
法
と
水
墨
画
的
描
法
の
混
在
に
つ
い
て

は
製
作
さ
れ
た
エ
房
が
と
の
よ
う
な
所
で
あ
っ
た
の
か
が
最
大
の
問

題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
単
に
地
方
作
や

一

地
方
史
の
問
題
と
し
て
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
中
世
以
降
の
仏
画

製
作
に
お
け
る
拠
点
や
製
作
者
の
実
休
等
、
地
方
と
中
央
と
の
関
係

を
今

一
度
慎
重
に
見
直
し
て
い
く
な
か
で
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
単
に
本
図
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、

各
地
に
広
く
展
開
さ
れ
た
中
祉
仏
教
絵
圃
の
諸
相
の
実
休
を
理
解
し

て
い
く
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
よ
り
広
い

視
野
に
立

っ
て
考
究
し
て
い
き
た
い

。

(
］
）
 

t
• 
-J
1
 

J
/J 
「
茨
城
の
仏
教
美
術
」
展

茨
城
県
立
歴
史
館
一
九
九
六
年

「
象
頂
上
有
四
大
天
王
向
外
方
立
。
誓
設
世
界
。
東
方
持
国
天
王。

具

「
叫
叩
山
閤
＇

心
念
特
別
展
茨
城
の
名
宝
」
展

註

茨
城
県
立
歴
史
節

1

1
)

・＼、

-
4
ノ

ー
、



形
念
怒
。
露
歯
首
髪
盤
上
。
猶
如
薬
叉
。
髪
際
有
金
環
。
身
色
緑
背
。
若

金
剛
甲
問
。
左
手
五
指
搬
出
。
恰
如
持
物
。
右
手
執
刀
横
胸
臆
前
、
叉
下

首
。
左
如
物
切
勢
。
南
方
増
長
天
。
形
如
前
。
恒
身
色
赤
火
。
不
露
現
曲
。

二
手
外
縛
。
二
大
指
並
立
。
当
心
前
。
四
方
悪
日
天
。
其
形
如
此
。
但
身

色
白
。
二
手
腕
相
叉
。
右
押
左
。
持
刀
紫
成
不
¥

H
刊

LY
」
北
方
多
聞
天
。
身
色

黄
金
。
頭
冠
上
有
赤
鳥
。
形
如
金
姐
鳥
。
天
身
著
叩
出
向
出
向
帯
刀
。
左
手
持

宝
塔
。
十
日
手
執
三
鈷
戟
O
L

(
「
別
尊
雑
記
』
巻
二
ヒ
・
大
正
政
経
図
像
部
二
了
一
二
二
↑
一

a
l
b
)

(
3
)

柳
津
孝
氏
「
仁
平
三
年
銘
の
持
光
寺
蔵
普
賢
延
命
叶
皆
様
絵
像
」
(
「
美

術
研
究
」
二
五
山
昭
和
四
一
一
一
年
)
参
照
。

柳
淳
氏
は
こ
の
論
考
の
中
で
、
二
帥
向
山
ほ
と
売
立
日
録
掲
載
の
作
例
も
合

め
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
主
要
作
例
を
去
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)

分
如
、
は
苔
臨
・
蓮
辛
住
・
象
・
山
天
王
の
各
部
分
ご
と
に
行
い
、
特
徴

ご
と
に
番
号
を
ふ
っ
た
。
表
i
中
の
「
保
容
の
特
般
し
の
項
の
各
番
号
は
、

以
下
に
挙
げ
る
番
号
と
対
応
す
る
。

校
日
降
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①
持
物
の
配
置
(
括
弧
内
は
大
安
楽
菩
薩
。
胸
前
手
、
側
而
最
上
手
i

腕
的
前
手
の
順
に
挙
げ
る
。
以
下
同
じ
。
)

右
三
鈷
杵
(
一
二
鈷
杵
)
・
一
二
鈷
鈎
(
ご
一
鈷
鈎
)
・
箭
(
箭
)

-
W指
(
ご
一
鈷
鈎
)
・
宝
珠
(
弾
指
)
・
ご
一
鈷
杵
(
宝
珠
)

・
日
珠
(
日
珠
)
・
宝
帳
(
索
)
・
索
(
主
一
瞬
)
・
五
鈷
杵
(
一
一
一

鈷
杵
)

蓮
華
(
蓮
華
)
・
輪
宝
(
輪
宝
)
・
剣
(
剣
)
・
古
(
舌
)

'
掲
ぃ
培
(
手
印
)

e

鎖
(
数
珠
)
・
甲
山
問
(
牙
)
・
牙
(
五
鈷

鈴
)
・
五
鈷
鈴
(
削
γ
山
内
)
・
拳
(
拳
)

②
持
物
の
形
と
持
ち
方

e

右
胸
前
の
一
二
鈷
杵
を
人
差
し
指
の
先
に
立
て
る
。

-
右
側
団
第
二
手
の
箭
を
斜
め
四
十
五
度
下
向
き
に
持
つ
0

.
右
側
面
第
八
手
の
主
嶋
に
艇
を
つ
け
な
い
。

・
右
麟
前
の
金
剛
笑
の
三
味
耶
形
に
あ
た
る
も
の
を
五
鈷
杵
(
大
安

楽
苦
薩
は
三
鈷
杵
)
と
す
る
。

・
左
胸
前
の
蓮
華
を
未
敷
蓮
華
と
す
る
。

・
左
側
而
最
上
手
の
輪
宝
を
独
楽
型
と
し
、
人
差
し
指
の
先
に
立
て

る。
・
左
側
面
第
二
手
の
剣
を
斜
め
四
十
五
位
内
側
に
傾
け
て
持
つ
。

・
左
側
市
第
四
手
の
苅
磨
を
反
花
の
上
に
載
せ
る
(
大
安
楽
菩
薩
は

手
印
と
す
る
)
。

③
裳
裾
を
足
首
に
巻
き
付
く
よ
う
に
処
恕
す
る
c

q
/〕

-K 
①
持
物
の
配
置
附
(
括
弧
内
は
一
正
智
院
本
と
「
図
像
抄
』
収
載
図
像
の

相
述
箇
一
的
)

右
三
鈷
杵
・
一
二
鈷
鈎
・
箭
・
手
印
(
宝
珠
)
'
宝
珠
(
手
印
)

一
鈷
鈎
・
日
珠
・
主
腕
・
索
・
制
一
二
鈷
杵
(
二
一
鈷
杵
)
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左

蓮

華

・
剣
・
輪
宝

・
舌
・
翔
鹿
，
鎮

・
牙

・
甲
冑

．
拳

・
鈴

②
持
物
の
形
と
持
ち
方

・
右
胸
前
の
三
鈷
杓
を
逆
手
で
握
る
。

・
正
智
院
本
で
は
、
右
側
而
第
三
手
の
手
印
は
人
差
し
指
と
親
指
を

触
れ
さ
せ
る

(
r
図
像
抄
』
は
人
差
し
指
の
み
を
立
て
る
）

。

・
右
側
面
第
七
手
の
宝
静
に
旗
を
付
け
る
。

・
左
側
面
最

L
手
の
剣
を
垂
直
に
持
つ
（
『
図
像
抄
」
で
は
剣
身
に

火
焔
を
つ
け
る
）

。

・
左
側
面
第
二
手
の
輪
宝
を
車
輪
型
と
す
る
（
正
智
院
本
で
は
輻
間

に
指
を
・人
れ
て
持
ち
、

『図
像
抄
』

で
は
掌
上
に
載
せ
る
）
。

・
正
智
院
本
の
み
左
側
面
第
三
手
の
舌
を
茎
の
付
い
た
蓮
華
上
に
載

せ
、
釜
の
部
分
を
持
つ

。

・
左
側
而
第
四
手
の
謁
磨
を
匝
桜
掌
上
に
載
せ
る
。

③
正
智
阪
本
で
は
木
瓜
型
の
環
を
股
前
に
下
げ
る
。

3
 ①

持
物
の
配
樅
順

右
打
鈷
杵

・

弾
指

·

宝
珠
・
日
珠

・

宝
静

·

笑
杵

·

}二
鈷
鉤

•

三

鈷
鉤
・
鎮

左

金

剛

蓮

・
八
輻
輪

・
舌

・
翔
騒
・
甲
胄

．
牙

．
拳

・
剣
・
鍬

．

五
鈷
鈴

②
持
物
の
形
と
持
ち
方

・
右
胸
前
手
の
五
鈷
杵
を
逆
手
に
握
る
。

・
右
側
而
最
上
手
の
箭
は
矢
尻
を
上
に
す
る
。

・
右
側
而
第
六
手
の
笑
杵
は
、
述
華
上
に
立
て
た
二
つ
の
独
鈷
杵
の

間
に
口
と
歯
を
現
し
た
も
の
）
と
す
る
。

・
右
側
而
第
八
手
の
三
鈷
鉤
は
先
端
が
蕨
手
状
に
な
っ
た
鉤
が
両
側

に
付
き
、

二
つ

の
鉤
の
弧
を
合
わ
せ
た
形
が
上
に
開
い
た
半
円
形

に
な
る
。

・
右
側
而
節
十
手
の
金
剛
索
の
こ
昧
耶
形
を
、
迎
途
の
龍
索
の
如
き

も
の
で
は
な
く
、
索
の
両
端
に
三
鈷
の
付
い
た
も
の
と
し
、
手
に

握
る
。

・
左
胸
前
手
の
金
剛
法
の
二
味
耶
形
で
あ
る
蓮
華
は
、
独
鈷
杵
の
先

端
に
開
敷
述
蔀
を
載
せ
た
金
剛
蓮
と
す
る
。

・
左
側
面
最
上
手
の
金
剛
囚
の
輪
宝
を
火
焔
の
付
い
た
車
輪
形
に
描

き
、
仲
ば
し
た
人
差
し
指
の
先
に
立
て
る
。

・
左
側
面
第
万
手
の
金
剛
股
の

―・一
味
耶
形
で
あ
る
甲
冑
は
、
学

K
の

蓮
蔀
に
載
せ
る
。

・
左
側
面
第
Ji
手
の
金
剛
牙
の
一
ご
味
耶
形
は
、
三
日
月
型
の
中
央
か

ら
牙
を
突
き
出
し
た
も
の
を

二
つ
組
み
合
わ
せ
、
述
崩
—
に

"
~
'
V
o

•

金
剛
拳
の
三
味
耶
形
で
あ
る
拳
を
側
而
に
附
く
（
左

圃
面
第

六

手）
。

・
左
側
面
第
七
手
の
金
剛
頻
の
鎮
は
、

F
に
握
っ
た
円
形
部
分
か

ら
両
側
に
太
い
鎖
を
垂
ら
し
、
先
端
に
は
そ
れ
ぞ
れ

三
鈷
を
付
け

る
。
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・
左
側
面
第
八
手
の
金
剛
利
の
利
剣
は
、
刀
身
が
短
く
、
石
突
に
i

i

i

鈷
を
付
け
ず
、
は
ほ
垂
直
に
持
つ

。

•

金
剛
鈴
の

三
味
耶
形
の
五
鈷
鈴
は
膀
前
で
握
る
。

③
環
路
の
他
に
、

バ
ン
ド
状
の
も
の
で
輪
宝
或
い
は
円
盤
を
腹
前
に
下

げ
る
。

4
 ①

持
物
の
配
罹
順

右

三
鈷
杵

・

三
鈷
鉤

・

宝
珠

・

箭
•

E
l
珠

・

索
・

弾
指

．

究
前

・

三
鈷
鉤

・
割
三
鈷
杓

左

蓮

華

・

輪

宝

・

舌

．
鎖
・
鈴

．
牙
・
甲
樹
・
謁
磨

・
利
剣
・
券

②
持
物
の
形
と
持
ち
方

・
右
胸
前
手

の
三
鈷
杓
を
人
差
し
指
の
先
に
立
て
る
。

・
右
側
面
最
上
手
の

三
鈷
鉤
は
短
く
小
さ
目
に
描
か
れ
る
。

・
右
側
面
第
七
手
の
宝
前
を
畢
迫
に
立
て
て
特
つ

。

•

金
剛

笑
の
三
味
耶
形
を
割

三
鈷
と
す
る

（
膀
前
右
側
）
。

・
左
側
面
最
上
手
の
輪
宝
を
独
楽
型
と
し
、
人
差
し
指
の
先
に
立
て

る
。

・
左
側
面
第
四
手
の
鈴
を
掌
士
に
載
せ
る
。

・
左
側
而
中
間
（
肘
を
仙
げ
た
腕
）

の
利
剣
は
小
さ
く
描
か
れ
、

や

や
外
側
に
傾
け
て
執
る
。

・
左
側
而
第
七
手
の
褐
磨
は
薗
接
掌
上
に
普
く
。

・
宝
冠
の
五
仏
を
円
盤
状
の
も
の
の
中
に
描
く
。

③
条
吊
の
端
を
股
前
に
て
、
体
に
巻
き
付
け
た
部
分
に
引
っ
か
け
て
亜

ら
す
。

④
腰
喘
の
両
端
を
辿
弁
に
引
っ
か
け
て
長
く
亜
ら
す
。

r
J
 ①

持
物
の
配
梱
順

右

万
鈷
杵

・

三
鈷
鉤
·
箭
·
宙
珠
・
弾
指
，
三
鈷
鉤

•

E
l
珠

·

宝

糀

・
索

・
割
i

i

i

鈷
杵

左
辿
華
•
利
剣

·

頷
・

輪
宝

·

万
鈷
鈴
・
舌

・

掲
旭
・
甲
肯

．

・ぷ
r

牙
．
ゼ
―

②
持
物
の
形
と
持
ち
方

・
右
胸
前
手
の
石
鈷
鈴
を
逆
手
で
据
る
。

・
布
側
面
最
上
手
の
三
鈷
鉤
の
柄
を
長
く
拙
く
。

・
右
側
は
賠
前
に
手
を
描
か
ず
、
九
手
と
も
側
而
に
樅
く
。

（
側
面

九
手
目
は
金
剛
笑
の
割
一
二
鈷
と
す
る
）

・
左
胸
前
の
迎
部
を
紅
い
未
敷
辿
雖
と
す
る
。

・
左
側
面
最
上
手
の
利
剣
を
厘
面
に
立
て
て
持
つ
。

・
左
側
面
第
ih

手
の
輪
宝
を
革
輪
型
と
し
、
掌
j
に
載
せ
て
腎
く
曲

げ
た
指
を
放
え
る
。

・
左
側
面
第
六
手
の
翔
磨
は
西
接
訊
上
に
載
せ
る
。

・
左
賠
前
の
拳
は
甲
を
正
面
に
向
け
る
。

③
条
吊
の
端
を
腹
前
に
て
、
体
に
巻
き
付
け
た
部
分
に
引
っ
か
け
て
垂

ら
す
。
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3
 

2
 

①
蓮
華
と
一
段
の
枢
座
の
構
成
。

②
柩
座
は
大
き
く
描
か
れ
る
。

③
蓮
弁
は
大
振
り
で
丸
み
の
あ
る
形
。
阻
な
り
は
少
な
い
。

④
拒
座
に
つ
く
反
花
は
中
央
の
突
起
し
た
弯
経
型
で
、
蓮
弁
に
対
応
し

た
位
僻
に
描
か
れ
る
。

⑤
彩
色
は
蓮
菰
、
反
花
と
も
に
揉
覇
彩
色
と
す
る
（
大
安
楽
菩
疑
は
赤

蓮
華
）
。

①
蓮
華
・
上
柩
・
敷
茄
子

・
下
柩
の
構
成
。

②
蓮
弁
は
一
っ

―
つ
が
小
振
り
で
細
長
く
鋭
利
な
形
。
花
弁
の
重
な
り

を
示
す
線
が
凹
重
か
ら
五
重
に
阻
ね
ら
れ
、

r

番
外
側
の
蓮
弁
に
は

細
線
で
脈
を
描
き
人
れ
る
。

③
木
瓜
型
の
柩
座
と
楕
円
形
の
敷
茄
子
は
俯
彫
的
に
描
か
れ
、
柩
座
に

は
二
段
と
も
小
さ
な
ハ
ー
ト
型
の
反
化
が
つ
く
。

①
辿
＂罪

，
柩
座
l

段
の
構
成

②
小
振
り
の
花
弁
を
魚
鱗
式
に
四
重
か
ら
万
囮
に
重
ね
、
蓮
華
に
盛
り

上
が
る
よ
う
な
厘
み
が
あ
る
（
特
に
彩
色
本
）
。

蓮
華
座
④
金
輪
を
腹
前
に
垂
ら
す
。

①
配
樅
馳
（
向
か
っ
て
右
端
か
ら
）

持
国
天
（
向
か
っ
て
右
斜
め
前
方
を
向
い
て
立
ち
、
下
方
に
伸
ば
し

た
手
に
匪
直
に
立
て
た
剣
を
と
り
、
左
手
は
胸
前
に
桃
に

樅
く
。
身
色
は
緑
。
）

増
長
天
（
右
足
の
踵
を
軽
く
内
側
に
削
げ
て
左
足
に
重
心
を
か
け
、

向
か
っ
て
右
斜
め
を
向
い
て
立
つ

。
右
手
は
上
に
上
け
て

独
鈷
杵
を
と
り
、
左
手
は
腰
に
夭
紐
え
る
。
身
色
は
脊
。
）

広
目
天
（
増
長
天
と
反
対
に
、
左
足
を
軽
く
内
側
に
仙
け
て
右
足
に

重
心
を
か
け
、
向
か
っ
て
左
斜
め
前
方
を
向
い
て
立
つ
。

右
手
は
索
を
持
っ
て
腰
に
添
え
、
左
手
は
高
く
か
か
げ
て

長
い
三
叉
戟
を
と
る
。
身
色
は
赤
。
）

四
天
王

③
柩
座
の
大
半
は
象
の
頭
に
よ
っ
て
随
さ
れ
、
正
面
の
僅
か
な
部
分
に

の
み
姿
を
覗
か
せ
る
。

④
反
花
を
中
央
が
括
れ
た
ハ
ー
ト
型
と
す
る
。

⑤
花
弁
は
諸
躙
彩
色
。

4
 ①

蓮
華
の
み
の
構
成
。

②
花
弁
は
大
振
り
で
重
な
り
は
少
な
い
。

③
証
瑚
彩
色
に
脈
を
拙
き
入
れ
る
。
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多
間
天
（
画
面
の
孔
面
中
心
を
向
い
て
立
ち
、
も
手
は
肘
を
前
に
削

げ
て
戟
を
と
り
、
左
手
は
記
塔
を
枠
け
る
。
身
色
は
就
褐

色
。
）

②
右
端
の
多
聞
天
占
，
の
み
内
側
を
向
く
。

③
四
体
と
も
igfl
光
を
つ
け
、
足
↑
は
直
接
象
の
珀
を
踏
む
。

?-a 
①
紀
附
舶
（
向
か
っ
て
石
端
か
ら
）

持
国
天
（
右
可
に

fJ
を
執
っ
て
朔
加
に
針
め
に
111

て
て
構
え
、
正
血

に
村
中
を
見
せ
て
立
つ
。
身
色
は
緑
出
日
色
。
）

姻
艮
天
（
胸
前
で
左
右
の
阻
指
を
交
礼
さ
せ
て
合
井
し
‘
向
か
っ
て

も
糾
め
前
力
を
向
い
て
立
つ
。
身
色
は
赤
。
）

広
目
火
（
左
腕
を
1

に
し
て
両
腕
を
胸
前
で
交
於
さ
せ
、
右
手
に
刀

を
執
り
、
向
か
っ
て
方
紺
め
前
力
を
向
い
て
立
つ
。
身
色

は
白
或
い
は
肌
色
。
）

多
胤
天
（
右
手
に
竺
鈷
戟
を
執
り
、

11了
に
宜
搭
を
枠
け
て
向
か
っ

て
左
斜
め
後
方
を
向
い
て
立
っ
c

身
色
は
nill"0)

②
両
端
の

二
体
が
正
面
に
対
し
て
背
中
を
向
け
る
。

③
広
目
大
が
刀
を
執
る
C

①
四
体
と
も
頭
光
を
つ
け
す
、
足
下
に
は
敷
物
を
敷
く
C

2

b
（
配
附
や
姿
勢
の
大
略
は

2
a
に
ほ
ぽ
同
じ
）

①
凹
休
と
も
賄
光
を
付
け
、
足
下
に
は
何
も
敷
か
な
い

。

②
持
国
夭
が
刀
を
腰
の
辺
り
で
は
ぼ
水
平
に
持
つ
。

①
配
附
舶
（
向
か
っ
て
右
端
よ
り
）

多
刷
天
（
右
手
に
三
鈷
戟
を
と
り
、
左
手
に
宜
塔
を
梼
げ
、
画
面
左

糾
め
前
方
を
向
く
。）

持
国
沃
（
右
手
て
剣
を
胸
前
に
丸
下
が
り
に
構
え
、
左
手
で
そ
の
剣

を
受
け
る
。
画
面
左
糾
め
前
力
を
向
く
。
）

増
長
天
（
交
月
さ
せ
た
左
右
の
四
指
を
削
げ
て
胞
前
で
合
芽
し
、
画

血
右
糾
め
前
方
を
向
く
。）

仏

lcf
天
（
刷
券
を
胸
前
で
交
北
な
さ
せ
、
画
面
も
斜
め
前
方
を
向
く
。）

②

凹
休
と
も
前
方
を
向
き
‘
l
L
面
に
背
を
向
け
な
い

。

③
広
目
入
が
両
券
を
胸
前
で
1

父
狛
さ
せ
る
。

④
四
休
と
も
珀
光
を
負
わ
ず
、
足
↑
に
も
何
も
踏
ま
な
い

。

4
 ①

配
附
順
（
向
か
っ
て
右
よ
り
）

村
囚
天

(trf
に
剣
を
執
り
、
胸
前
て
糾
め
に
構
え
、
左
手
で
そ
の

先
端
を
受
け
る
。
画
面
向
か
っ
て
右
斜
め
前
方
を
向
く
。）

増
長
天
（
胸
前
で
合
祁
し
、
画
柚
向
か
っ
て
右
斜
め
前
方
を
向
く
。）

広
目
天

（右
手

に
剣
を
執
つ
て
勝
に
構
え
、
左
手
は
腰
に
沃
叫
え
る
。

圃
面
向
か
っ
て
左
斜
め
前
方
を
向
く
。
）

多
聞
天
（
両
手
で
胸
前
に
生
塔
を
捺
げ
、
画
面
向
か
っ
て
左
糾
め
｛削

方
を
向
く
。
）

②
色
を
四
休
と
も
肌
色
と
す
る
。

3
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③
両
端
の
二
体
は
そ
れ
ぞ
れ
斜
め
前
方
を
向
く

④
足
下
に
蓮
蔀
座
を
踏
む
。

象
①
二
頭
は
正
面
観
に
基
づ
き
（
頭
だ
け
斜
め
外
向
き
）
、
両
端
の

二
頭

は
側
而
観
に
よ
る
。

②
頭
部
が
大
き
く
、
体
丸
み
の
強
い
形
態
。

③
脚
は
細
身
で
下
に
行
く
ほ
ど
太
さ
が
絞
ら
れ
、
脚
下
に
反
花
を
踏
む
。

④
脚
は
十
二
本
（
側
面
二
頭
の
後
脚
を
省
略
）
。

⑤
体
に
は
而
懸
と
胸
懸
を
陥
け
る
。

⑥
昴
に
は
独
鈷
杵
を
巻
か
ず
、
障
泥
は
樅
か
な
い
。

2
 

阻
頭
と

①
正
而
の
二
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
左
右
糾
め
外
側
を
向
い
た
皿
分
の
三
正
而

に
、
両
端
の
二
頭
は
側
面
観
に
描
く
。

②
頭
部
が
小
さ
く
、
休
は
が
っ
し
り
と
し
た
形
。

③
脚
は
一
様
に
太
く
、
脚
下
に
は
地
誰
を
踏
む
。

④
脚
は
十
六
本
全
て
を
描
く
。

⑤
背
上
か
ら
股
の
あ
た
り
ま
で
達
す
る
大
き
な
障
泥
を
懸
け
、

も
鼻
に
独
鈷
杵
を
巻
く
。

①
冗
面
二
頭
は
頭
だ
け
四
分
の
三
正
面
と
し
て
体
幹
部
か
ら
脚
部
に
か

け
て
は
正
而
観
に
描
き
、
左
右
両
端
の
二
頭
は
全
身
を
四
分
の
三
正

3
 

而
と
す
る
。

②
頭
部
を
背
中
の
方
に
引
き
つ
け
る
様
に
強
く
立
ち
上
げ
、
や
や
仰
向

き
加
減
に
、
四
頭
が
寄
り
沿
う
よ
う
に
し
て
立
つ
。

③
脚
下
に
は
反
花
を
踏
む
。

④
脚
は
十
二
本
が
描
く
。

⑤
背
上
に
は
首
の
後
ろ
あ
た
り
ま
で
の
小
振
り
な
陪
泥
を
僻
く
。
そ
の

他
の
装
身
具
は
着
け
ず
、
心
界
に
も
独
鈷
杵
は
巻
か
な
い
。

①
体
型
や
独
鈷
杓
を
村
に
巻
く
点
は

2
の
も
の
に
類
似
。

②
体
の
向
き
や
反
花
を
脚
下
に
踏
む
点
は

3
の
も
の
に
類
似
。

③
脚
は
十
四
本
が
拙
か
れ
る
。

④
脚
下
に
大
金
輪
と
小
群
象
を
拙
く
。

(
5
)
『
別
腺
雑
記
．
』
巻
二
七
大
正
図
像
三

•

¥
0七
頁

a
等
。
削
掲
註
―
二

柳
沢
論
文
参
照
。

(
6
)

「
此
蔚
通
身
黄
金
色
。
著
百
智
宝
冠
。
具
足
i

i

十
畑
日
。
而
執
持
十
六
祁

升
叫
摂
三
昧
耶
椋
訛
（
右
方
薩
王
愛
喜
宝
光
腑
咲
鉤
索
左
方
礼
理
囚
語
染

護
牙
か
鉛
鈴
）
被
殊
妙
軽
衣
。
翌
條
綬
m
市
。
坐
千
祁
永
宝
花
。
ヶ
下
有
旧
大

白
象
。
具
象
各
向
外
方
立
。
象
浪
上
有
四
大
天
王
向
外
方
立
。
（
下
略
）
」

(
r別
腺
雑
記
』
巻
二
七

・

大
正
蔵
経
図
保
部
芝

•

一
二
二
三
頁
b
I
C
)

(
7
1
)

前
掲
訊
三
柳
澤
論
文
、
及
び
矢
島
新
氏
「
持
光
寺
蔵
翡
賢
延
命
菩
篠
画

像
小
論
」
(
-
国
華
』
一

0
九
九
号
昭
和
六
二
年
）
参
照
。

(8)

近
他
以
降
の
製
作
に
な
る
二
十
憐
噛
貸
延
命
像
で
は
高
野
山
円
通
寺
本
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成
八
年
図

5
図
2

図
版
典
拠

図
l

.
3

.
4

や
上
野
駕
裳
奇
の
版
本
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

輪
を
踏
ん
で
い
る
。

節
者
撮
影

点
八
任
新
脩
大
蔵
経
し
図
像
部
巻
i

料
別
展

r
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち
4

展
図
録

い
づ
れ
も
脚
下
に
金

今
回
の
調
裔
に
院
し
て
は
｀
神
・
泡
奇
仕
抄
の
秋
本
裕
蜂
氏
よ
り
御
古
回
舵
を
賜

り
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
謝
心
を
表
し
ま
す
。

奈

良

固

汀

閲

物

館

中

図 I 器賢延命醤催（投一幅

紺本洛色縦85.1 横38.0
神道寺（茨城県：Uil行¥i)
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兒 二` ．十辟喘i:t延命令;,'位｛象分類表

口 第 第 附 第

盆lV Ill ！ 
煩 類 類 類

弄艮徳 施来院
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像 像
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孔ゲIa,, t. ・1 年紀紀紀
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四
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Izl:) 1111T註奇本部分(務磁) IzJ 2 高 iili'~i糸線 l当部図像 ( iW;;O: Jほ)より
大安楽不安金問1)三IJ;P耳炎fi議

121 :í前賢品:雌|当(釈迎三郎 I~Jのうち)庁11分 図4 ネIjJi'江守本部分(象頭;fll)
~;(右目 見~W"'l
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